
      

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。 

２
人
の
市
内
中
学
３
年
生
女
子
生
徒
に
よ

る
自
宅
放
火
事
件
で
す
。
家
族
３
人
が
死
傷

し
、
２
人
は
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
こ
に
は
大
き
く
２
つ
の
問
題
点
が
在
り
ま

す
。
一
つ
は
、
子
ど
も
が
虐
待
を
受
け
て
い
た

可
能
性
が
あ
り
、
大
人
た
ち
が
真
剣
に
受
け

止
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
外
国

人
に
と
っ
て
住
み
易
い
ま
ち
で
は
無
か
っ
た
こ

と
で
す
。 

こ
の
子
た
ち
の
居
場
所
が
、
１
日
の
大
半
を

過
ご
す
学
校
や
家
庭
、
そ
し
て
地
域

社
会
に
も
無
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。

あ
る
会
合
で
出
会
っ
た
老
紳
士
は
、

「
家
に
近
所
の
中
学
生
が
遊
び
に
来

る
」
と
発
言
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
初

は
頑
な
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
少
し

ず
つ
、
心
を
開
い
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
ん
な
方
が
、
た
っ
た
一
人
で
も
傍
に

居
て
く
れ
た
ら
… 

子
ど
も
に
と
っ
て
、
家
庭
で
の
子
育

て
力
ほ
ど
大
切
な
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
こ
こ
宝
塚
で
も
、
こ
の
力

が
欠
け
て
い
る
家
庭
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。

力
を
つ
け
る
・回
復
す
る
ー
そ
の
手
助
け
を
行

政
や
学
校
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
今

こ
そ
必
死
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
力
の
回
復
が
望
め
な
い
場
合
の
受

け
皿
も
不
足
し
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
に
関
わ
る
仕
組
み
づ
く
り
は
、
急

が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
終
着
点
も
見

え
ま
せ
ん
。
ゴ
ー
ル
が
見
え
な
く
て
も
、
し
ん

ど
さ
に
勝
る
喜
び
が
あ
る
「
子
育
て
」
の
本
質

で
す
。 

議
会
報
告 

 １ 

一
般
質
問 

（
１
）
市
立
病
院
に
お 

け
る
看
護
師
の
職
場
環
境 

及
び
勤
務
条
件
に
つ
い
て 

Ｑ
医
師
の
増
加
に
伴
い
、
看
護
師
の
配
置

は
適
正
と
い
え
る
か 

Ａ
前
年
比
21
名
増
。
中
途
採
用
者
等
の
確

保
を
図
る 

Ｑ
よ
り
優
秀
な
人
材
確
保
の
た
め
、
ど
の

よ
う
な
方
針
で
臨
む
の
か 

Ａ
受
験
機
会
の
拡
大
。
看
護
師
就
職
説
明

会
参
加
等
、
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る 

Ｑ
離
職
率
は
か
な
り
改
善
さ
れ
た
が
、
離

職
す
る
原
因
は
何
と
捉
え
て
い
る
の

か 
Ａ
家
庭
の
都
合
が
大
部
分
。
問
題
解
決
の

場
を
設
置 

Ｑ
頑
張
る
人
が
報
わ
れ
る
、
看
護
師
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
ど
う
す
る
の
か 

Ａ
専
門
知
識
向
上
意
欲
に
応
え
る
こ
と

が
効
果
的
。
院
長
枠
研
修
費
等
公
費
を

活
用
す
る 

  

◇
努
力
が
実
り
、
看
護
部
で
は
今
年
か
ら

緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
２
名
・
呼
吸
器
療
法

認
定
士
２
名
を
確
保
で
き
ま
し
た
。
ま
た
消

化
器
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
は
、
看
護
師
で
は
な

く
検
査
技
師
９
～
10
名
配
置
で
救
急
体
制

を
作
っ
て
行
き
ま
す
。
一
方
で
問
題
な
の
は

看
護
師
の
定
着
率
で
す
。
２
年
以
内
で
４
割

が
辞
め
る
職
場
は
、
異
常
と
言
え
ま
す
。
国

も
、
新
人
に
自
信
を
持
た
せ
る
よ
う
な
臨
床

研
修
等
の
受
講
機
会
確
保
を
努
力
義
務
化

し
て
い
ま
す
の
で
、
有
効
活
用
す
る
よ
う
提

案
し
ま
し
た
。
ま
た
、
多
様
な
勤
務
形
態
の

更
な
る
研
究
も
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 （
２
）
電
磁
波
の
危
険
性
と
健
康
被
害

に
つ
い
て 

Ｑ
電
磁
波
に
関
す
る
相
談
は
寄
せ
ら
れ
て

い
る
か 

Ａ
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
機
・
オ
ー
ル
電
化
機
器

設
置
に
つ
い
て
。
近
畿
総
合
通
信
局
へ
の
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今、子どもたちの 
居場所はどこに 

子どもの居場所は？ 子育て力

は？ 

 

子どもの居場所は？ 子育て力

は？ 

を 

☆平日 10:00～15:00に
活動しています。但し、不
在のこともございますの
で、お電話をしていただい
てからお越しください。 

☆事務所のコピー機・印刷機
（新機種入りました）ご利
用ください。（有料） 

☆事務所をグループ・サーク
ル等の活動にご利用くだ

さい。（無料） 
《使用日時は電話でお問

い合わせください。》 
☆事務所に教育・平和・食の
安全等、いろいろな本があ
ります。貸し出しもいたし
ますので、お気軽にご覧く
ださい。 

ガールスカウトのディキャンプで 



問
い
合
わ
せ
を
助
言
。
学
校
で
の
ア
ン
テ

ナ
建
設
は
断
っ
た
。
病
院
で
の
相
談
は
把

握
し
て
い
な
い 

Ｑ
市
内
に
携
帯
電
話
中
継
基
地
局
や
携
帯

電
話
タ
ワ
ー
の
所
在
地
を
把
握
し
て
い

る
か 

Ａ
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
15
ｍ
以
上
の
工

作
物
の
み 

Ｑ
市
と
し
て
、
電
磁
波
に
関
す
る
研
究
は
為

さ
れ
て
い
る
の
か 

Ａ
環
境
基
本
計
画
で
は
健
康
被
害
防
止
に

留
意
と
言
及
。
基
地
局
設
置
の
説
明
義
務

を
条
例
化
し
た
市
も
あ
る 

Ｑ
政
府
に
対
す
る
要
望
は
検
討
さ
れ
な
い

の
か 

Ａ
国
や
他
市
の
動
向
等
、
状
況
の
把
握
に
努

め
る 

 

◇
電
磁
波
に
よ
る
健
康
被
害
、
電
磁
波
過

敏
症
（
Ｅ
Ｓ
）
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
30
年
、

実
は
12
年
前
に
同
様
の
質
問
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
宝
塚
で
は
「
留
意
」
に
留
ま
り
ま
し

た
が
、
現
在
10
市
町
で
携
帯
電
話
中
継
基

地
局
の
設
置
に
関
す
る
条
例
・
計
画
・
要
綱

で
「
紛
争
の
未
然
防
止
」「
景
観
を
損
な
う
」

と
規
制
し
て
い
ま
す
。
お
隣
の
川
西
市
清
和

台
で
も
昨
春
、
住
民
運
動
で
基
地
局
撤
去
と

な
り
ま
し
た
。
私
も
立
ち
会
い
ま
し
た
が
、

宝
塚
市
内
中
学
校
で
の
測
定
で
大
き
な
数

値
が
測
定
さ
れ
ま
し
た
。
電
磁
波
と
健
康
被

害
の
因
果
関
係
は
、
グ
レ
ー
だ
か
ら
OK
と

い
う
わ
が
国
の
姿
勢
に
対
し
、
欧
米
で
は
子

ど
も
の
使
用
に
規
制
を
掛
け
て
い
ま
す
。
市

長
は
、
先
ず
は
基
地
の
状
況
把
握
は
必
要
だ

と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

２ 

主
な
議
案
・
請
願
・
陳
情
・

意
見
書
・
決
議
の
審
議 

・ 

平
成
22
年
度
宝
塚
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
→
可
決 

…
３
２
０
９
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
６
７
５
億
７
１
５
万
６
千

円
と
す
る
。
地
域
子
育
て
創
生
事
業
補

助
金
（
放
課
後
子
ど
も
教
室
・
在
宅
児

者
支
援
）
・
生
活
保
護
受
給
者
就
労
支

援
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
就
労
指
導

員
設
置
、
小
児
細
菌
性
髄
膜
炎
予
防
接

種
助
成
金
（
Ｈ
Ｉ
Ｂ
ワ
ク
チ
ン
１
７
１

０
人
分
）
・
（
仮
）
宝
塚
北
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
事
業
（
連
結

計
画
、
予
備
設
計
で
８
百
万
円
）
増
額
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
コ
ン

サ
ル
に
よ
る
報
告
書
の
便
益
や
費
用
は

黒
塗
り
で
問
題
だ
が
賛
成
し
た
。 

・ 

宝
塚
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
→
可
決 

…
緩
和
ケ
ア
病
棟
開
設
の
た
め
34
床

減
。 

・ 

工
事
請
負
契
約
（
市
立
宝
塚
第
一
中
学

校
改
築
外
工
事
）
の
締
結
に
つ
い
て
→

可
決 

…
来
年
２
学
期
か
ら
９
ヶ
月
間
使
え
な

い
が
、
検
討
委
員
会
設
置

Ｐ
Ｔ
Ａ
の

意
見
も
反
映 

・ 

宝
塚
市
父
子
家
庭
支
援
手
当
支
給
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
→

可
決 

…
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
８
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
父

子
家
庭
に
対
し
児
童
扶
養
手
当
が
支
給

さ
れ
る
の
で
、
市
独
自
の
制
度
を
廃
止

す
る 

・ 

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公

費
助
成
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て
→
可
決 

・ 

小
規
模
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
防
火
体
制

強
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
→
可
決 

…
２
７
５
㎡
以
下
の
施
設
も
含
め
、
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
推
進
と
人
員
配
置

基
準
拡
充
・
介
護
報
酬
引
き
上
げ
を 

・ 
近
石
武
夫
議
員
に
対
す
る
議
員
辞
職
勧

告
決
議
→
可
決 

・ 

中
小
業
者
の
自
家
労
賃
を
必
要
経
費
と

し
て
認
め
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
の
請
願
→
不
採
択 

賛
社

民
・
共
産
・
緑
福 

・ 

…
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
・
欧
州
で
は
認
知 

・ 

高
校
無
償
化
を
朝
鮮
高
級
学
校
に
適
用

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ

い
て
の
請
願
→
継
続
審
査 

…
国
連
人
種
差
別
撤
廃
委
か
ら
条
約
違

反
と
改
善
勧
告
。
日
弁
連
は
憲
法
・
国

際
人
権
規
約
・
子
ど
も
の
権
利
条
約
に

も
違
反
と
声
明
。
当
初
案
は
３
９
３
３

億
円
計
上
（
含
む
朝
高
）
、
第
三
者
委

員
会
で
９
月
に
結
論
。 

・ 

中
小
業
者
の
自
家
労
賃
を
必
要
経
費
と

し
て
認
め
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
の
請
願
（
継
続
審
査
分
） 

…
不
採
択 

賛
社
民
・
共
産
・
緑
福 

・ 

子
ど
も
手
当
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
関
す
る
陳
情
→
結
論
を
得
ず 

 

３ 

議
会
改
革
特
別
委
員
会 

私
が
部
会
長
を
務
め
る
議
会
改
革
特
別

委
員
会
第
１
部
会
は
、
９
月
上
旬
に
議
会
基

本
条
例
の
素
案
を
理
事
会
に
提
出
す
る
方

向
で
、
現
在

は
部
会
内
の

討
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

年
度
内
の
条

例
制
定
に
向

け
て
、
奮
闘

中
！ 

排外主義に負けないぞ！ 
扇町公園での集会でアピール 



 

 

こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
き
た
こ
と
で
閉

鎖
的
と
言
え
る
市
教
育
委
員
会
の
姿
勢
も
、

外
に
向
か
っ
て
開
か
れ
、
内
部
を
晒
し
て
助

け
を
求
め
る
方
向
に
動
い
て
い
ま
す
。
私
が

訴
え
続
け
て
き
た
、
教
育
と
福
祉
を
結
ぶ
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ

ｒ
）
も
２
校
配
置
に
向
け
て
、
指
導
主
事
・

校
長
ク
ラ
ス
の
研
修
に
引
き
続
き
、
教
頭
等

の
現
場
へ
の
研
修
も
２
回
開
催
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
子
ど
も
の
一
時
避
難
シ
ェ
ル
タ
ー

を
９
月
に
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
に
設
置
、
過

去
に
質
問
し
て
い
た
24
時
間
対
応
の
子
ど

も
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
も
開
設
す
る
よ
う
で
、

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
二
度
と
起
こ
さ
な
い
た
め
の

検
証
を
す
る
外
部
委
員
会
「
市
立
中
学
校
生

徒
宅
火
災
事
案
に
関
す
る
調
査
専
門
委
員

会
」
を
発
足
し
、
神
戸
児
童
連
続
殺
傷
事
件

の
野
口
弁
護
士
や
川
西
市
子
ど
も
の
人
権

オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
羽
下
教
授
な
ど
が
就

任
さ
れ
ま
す
。 

今
後
は
二
人
の
尐
女
が
社
会
を
信
頼
し
、

立
ち
直
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
支
え
る
こ

と
と
、
児
童
虐
待
は
な
く
す
覚
悟
で
力
を
結

集
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

命
の
尊
さ
講
座 

 

「
生
と
性
を
考
え
る
」 

広
島
の
河
野
美
代
子
医
師
は
、 

診
療
の
合
間
に
全
国
を
飛
び
回 

り
、
「
い
の
ち
の
授
業
」
に
取 

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
宝
塚
で 

は
全
12
中
学
校
を
順
に
回
り
思
春
期
の
子

ど
も
た
ち
に
、
自
ら
の
体
験
を
通
じ
て
、
命

の
尊
さ
を
伝
え
た
い
と
、
本
気
で
向
き
合
っ

て
い
ま
す
。 

４
校
目
の
安
倉
中
で
あ
っ
た
講
座
を
見

学
し
ま
し
た
。
婦
人
科
病
棟
勤
務
時
代
の
が

ん
患
者
の
夫
婦
や
親
子
の
家
族
愛
の
話
に

始
ま
り
、
性
の
話
、
本
当
の
こ
と
を
教
え
て

来
な
か
っ
た
大
人
の
責
任
に
も
言
及
さ
れ

ま
し
た
。 

若
い
人
の
悩
み
の
ほ
と
ん
ど
は
「
性
器
の 

  

悩
み
」
だ
そ
う
で
す
。
で
す

か
ら
、
そ
の
間
違
っ
た
知
識

を
正
し
、
10
代
の
妊
娠
・

中
絶
・
出
産
の
実
態
や
避
妊

の
成
功
率
や
、
AV
は
演
技

で
男
性
の
た
め
の
虚
構
で

あ
る
こ
と
な
ど
も
話
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
「
『
性
』
は
『
生
』
で
あ
り
、

一
人
の
人
間
と
し
て
相
手
を
尊
重
し
理
解

す
る
最
高
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
素

晴
し
い
も
の
」
と
講
演
を
結
ば
れ
ま
し
た
。 

こ
の
講
座
は
丸
２
時
間
超
。
休
憩
も
無
く
、

中
学
３
年
生
た
ち
の
様
子
を
心
配
し
ま
し

た
が
、
概
ね
落
ち
着
い
て
お
話
を
聞
き
、
出

産
の
ビ
デ
オ
を
見
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
終
盤

に
は
声
が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
河
野

医
師
の
情
熱
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
子
ど
も
た

ち
が
受
け
止
め
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

市
立
病
院 

緩
和
ケ
ア
病
棟
開
設 

県
下
の
公
立
病
院
で
は
３
番
目
に
開
設
。

市
立
病
院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
は
、
治
療
が
目

的
で
は
な
く
、
快
適
に
そ
の
人
ら
し
く
過
ご

せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

広
々
と
し
た
病
室
は
個
室
１
日
８
４
０

０
円
、
２
人
部
屋
無
料
、
15
名
収
容
で
き

ま
す
。
窓
か
ら
市
内
が
一
望
で
き
、
キ
ッ
チ

ン
や
風
呂
も
あ
り
、
家
族
に

も
配
慮
し
て
い
ま
す
。 

癒
し
を
目
的
と
し
て
い

る
の
で
、
今
後
認
定
看
護
師

を
中
心
と
し
た
看
護
部
の

力
に
か
か
っ
て
き
ま
す
。
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

を
積
極
的
に
採
用
し
、
味
気
な
い
病
室
名
も

ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
で
花
言
葉
か
ら
名
付
け

る
な
ど
、
そ
の
心
意
気
に
期
待
し
ま
す
。
連

絡
し
て
見
学
も
出
来
ま
す
。 

 雲雀丘に残り少ない洋館が、６

月に故・安田敏子氏より宝塚市に

遺贈されました。 

この北米風住宅は、商社勤務で

海外生活の経験がある父・安田辰

冶郎が、建築雑誌を参考に独力で

設計し、1921年（大正 10年）完

成しました。1994 年に市の都市

景観形成指定建築物に指定され

た建物です。 

７月に見学会がありました。木

の骨組みを筋交いとするハーフ

ティンバー工法が特徴ですが、他

にも淡いピンクの外壁に施され

た装飾、暖炉上部のステンドグラ

ス、多角形のサンルームなど、細

部にもこだわりが見られました。 

外観は洋風ですが、山城地方出

身の和大工が施工しただけに内

部には本間和室もあり、床の間の

書院欄間にあった鳳凰の透かし

彫りが、手塚治虫の「火の鳥」を

彷彿とさせ、何か因縁を感じまし

た。 

地元にもお願いして、庭園を含

めた有効活用が期待されます。 

雲

雀

丘

 

安

田

邸

を

見

学

し

ま

し

た 

 

市
立
中
学
校
生
徒
の 

 

自
宅
放
火
事
件 



 

１
９
７
０
年
頃
か
ら
公
害
問
題
が
マ

ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
有
吉
佐
和
子

さ
ん
の
「
複
合
汚
染
」
を
読
ん
だ
私
は
、

自
分
と
し
て
は
何
が
で
き
る
の
か
と
迷
い

な
が
ら
も
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
１
９
７

４
年
に
は
神
戸
・
六
甲
で
「
食
品
公
害
を

追
放
し
安
全
な
食
べ
物
を
求
め
る
会
」
が
、

主
婦
の
方
々
の
熱
い
思
い
で
発
足
し
ま
し

た
。（
今
で
は
か

た
す
ぎ
る
名
前

と
の
声
も
あ
り

ま
す
） 

 

そ
の
頃
の
我

が
家
は
、
子
供

の
病
院
通
い
に

追
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
が
、
精
神
的
に
少
し
ゆ
と
り
が
出

て
き
た
頃
に
友
人
か
ら
「
求
め
る
会
」
を

紹
介
さ
れ
、
私
は
家
族
に
安
全
な
食
べ
物

（
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
）
を
食
べ
さ
せ

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
33
年
前
に
「
求
め

る
会
」
に
入
会
し
て
今
ま
で
続
い
て
い
ま

す
。 

 

最
初
は
卵
と
野
菜
だ
け
で
し
た
が
、
今

で
は
基
本
的
な
物
（
米
・
牛
乳
・
肉
類
・

果
物
・
調
味
料
等
）
が
ほ
と
ん
ど
ま
か
な

え
て
い
ま
す
。 

 

日
常
的
に
は
、
ま
わ
り
に
季
節
感
の
な

い
物
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
本
当

に
美
味
し
い
物
、
身
体
に
良
い
物
は
そ
の

風
土
に
合
っ
た
旬
の
物
だ
と
思
い
ま
せ
ん

か
？ 

 

こ
う
い
う
食
生
活
を
す
る
こ
と
は
、
地

球
環
境
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。 

 

私
達
の
会
で
は
、
価
格
を
決
め
る
こ
と

も
生
産
者
と
の
話
し
合
い
で
決
め
て
い
ま

す
。
そ
う
な
ん
で
す
、
信
頼
関
係
で
し
っ

か
り
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。
援
農
に

行
っ
た
り
、
ま
た
収
穫
感
謝
祭
に
は
生
産

者
の
参
加
も
あ
り
多
く
の
行
事
を
楽
し
く

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 
今
私
は
「
求
め
る
会
」
代
表
を
し
て
い

ま
す
が
、
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
方
と
ご

一
緒
に
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
い
か
が
で
す
か
？ 

連
絡
は
金
山
（0

7
9

7
-8

8
-3

0
2

3

）
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。 

六
月 

（特
選
）十
薬
や
下
駄
で
通
ひ
し
か
の
校
舎 

峯
子 

 

◇ 

乳
を
吸
ふ
力
強
さ
よ
幟
立
つ 

 

綾
子 

 
◇ 

一
帯
を
紅
に
し
て
花
つ
ゝ
じ 

 

朝
子 

七
月 

（特
選
）梅
漬
く
る
母
直
伝
の
塩
加
減  

信
義 

（特
選
）七
夕
竹
短
冊
は
み
出
る
願
い
ご
と 

峯
子 

 

◇ 

荒
梅
雨
に
降
り
込
め
ら
れ
て
布
袋
尊 

綾
子 

八
月 

休
会
月 

早苗田の会 杉山鮎水 選 

 

「食品公害を追放し安全な食べ物を求める会」 話・金山次代さん 

 

あなたに旬の野菜が届きます 

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」
の
記
録
で
、
日
本
と

ア
ジ
ア
の
学
生
た
ち
が
、
個
人
と
国
家
・

ア
ジ
ア
の
平
和
・
異
文
化
間
の
友
情
に
つ

い
て
語
り
合
う
。
若
く
澄
ん
だ
心
が
伝
わ

る
／
読
谷
は
米
軍
上
陸
の
地
、
84
名
が
集

団
自
決
し
た
チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
が
あ
る
。
ま

た
、
沖
縄
に
１
万
人
の
朝
鮮
人
が
強
制
連

行
さ
れ
た
う
ち
４
百
人
が
秘
密
基
地
を
作

ら
さ
れ
て
い
た
関
係
も
あ
り
、「
恨
（
ハ
ン
）

の
碑
」
が
あ
る
／
映
画
で
韓
国
留
学
生
が

「
学
校
で
は
歴
史
は
選
択
制
で
、
受
験
の

関
係
か
ら
近
代
・
現
代
史
を
学
ぶ
人
は
尐

な
い
。
教
師
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
韓
国
の

加
害
責
任
に
つ
い
て
語
っ
た
こ
と
が
、
碑

の
前
に
立
ち
思
い
出
さ
れ
涙
し
た
。
」
と
話

す
。
ベ
ト
ナ
ム
の
学
生
も
参
加
し
て
い
る

の
だ
／
「
ハ
ン
」
は
恨
み
を
乗
り
越
え
、

未
来
・
希
望
に
繋
が
る
言
葉
。
沖
縄
が
抱

え

る

問

題

を

見

て

見

ぬ

ふ

り

を

し

て

い

る

私

た

ち

に

は
、
ま
だ
希

望

も

見

え

な
い
。
（
写

真

は

西

山

監
督
と
） 

西
山
正
啓
監
督
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
「
チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
か
ら
日
本
国
を
問

う
！
」
と
「
知
花
昌
一
・
沖
縄
読
谷
平
和

学
」
を
観
た
。
前
者
は
読
谷
の
彫
刻
家
・

金
城
実
と
読
谷
村
議
・
知
花
昌
一
が
呼
び

か
け
た
総
理
官
邸
前
で
の
抗
議
行
動
か
ら

県
民
大
会
ま
で
の
記
録
、
後
者
は
ア
ジ

ア
・
豪
州
の
留
学
生
も
参
加
す
る
「
沖
縄

紅 
 

 

の 

 

 

声 
 

と 

き 

淡 

宝塚でいきいきと

活動する人を紹介す

る「いきいき彩人」。 

前回の「チェルノブ

イリ・ヒバクシャ救援

関西」田中章子さんか

らご紹介のいただい

た金山次代さんです。 


